
日
本
、
着
実
に
増
加

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
風
力

　
太
陽
光
と
並
ぶ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
核
が
風
力
発
電
。
世
界
的
に
は
導
入
量

が
増
え
て
い
る
も
の
の
、
こ
と
国
内
は
世
界
の
ト
レ
ン
ド
に
比
べ
て
普
及
の
ペ
ー
ス
が

遅
れ
て
い
る
。
た
だ
、
欧
州
が
先
行
す
る
洋
上
で
の
風
力
発
電
の
研
究
開
発
が
国
内
で

も
進
行
。
さ
ら
な
る
普
及
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
局
面
に
突
入
し
て
い
る
。

風
況
良
い
立
地
へ

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド 千葉県銚子市の南沖合に設置される洋上風

力発電設備の完成予定図　

中国躍進、世界で導入拡大ウインドファーム大規模化

潜
在
能
力
、
陸
の
３
．
６
倍
低
炭
素
社
会
実
現
へ
騒
音
被
害
を
回
避

六ケ所村で実証プロエネ効率の最適化検証

　
今
注
目
を
集
め
て
い
る
次

世
代
電
力
網

ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド

構
想
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
最
適
利
用
を
促
す
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
太
陽
光
発
電

が
前
面
に
出
て
い
る
印
象
が

強
い
が
、
風
力
発
電
も
存
在

感
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

年
９
月
に
青
森
県
六
ケ

所
村
で
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

の
実
証
事
業
が
始
ま
っ
た
。

日
本
風
力
開
発
の
ほ
か
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
や
日
立
製
作

所
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
と

い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
企

業
が
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
画
す
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ー
ン
電
源
は
風
力

発
電
で
あ
る
。

　
風
力
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
最
大
限
に
利
用
す
る
た

め
、
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

を
活
用
し
、
電
力
需
給

を
制
御
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
風
力
発
電
所
は
蓄

電
池
を
併
設
し
て
お
り
、
天

候
次
第
で
出
力
が
変
動
す
る

弱
点
を
補
完
、
安
定
電
源
と

し
て
利
用
す
る
。
一
方
、
電

力
を
使
う
住
宅
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
設
置
。
供
給
側
で
あ
る

発
電
所
と
需
要
側
の
住
宅
と

を
協
調
さ
せ
る
こ
と
で
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

よ
る
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

ゼ
ロ
の
暮
ら
し
を
実
現

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

年
７
月
ま
で
の
予
定
で
、
実

施
す
る
地
域
全
体
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
最
適

化
を
検
証
す
る
。
国
内
外
で

の
事
業
化
を
目
指
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
電
力
事
情
や

地
域
事
情
を
想
定
し
た
シ
ナ

リ
オ
に
基
づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
効
率
化
を
実
証
し
て

い
く
。

　
国
内
で
は
普
及
の
勢
い
で

太
陽
光
発
電
に
水
を
あ
け
ら

れ
て
い
る
格
好
の
風
力
発

電
。
だ
が
、
そ
の
価
値
、
存

在
意
義
を
高
め
る
取
り
組
み

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
。

海面に豊富なエネルギー

「洋上風力」で普及に勢い
（年度）

Ｊ
パ
ワ
ー
が
今
月
に
営
業
運

転
を
始
め
た
、
あ
わ
ら
風
力

発
電
所

福
井
県
あ
わ
ら

市

　
日
本
風
力
発
電
協
会

Ｊ

Ｗ
Ｐ
Ａ

が
ま
と
め
た
国
内

に
お
け
る
２
０
０
９
年
度
の

風
力
発
電
累
積
導
入
実
績

は
、
前
年
度
比

・
１
％
増

の
２
１
８
万
６
０
０
０

。
着
実
に
増
加
し
て
い
っ

て
い
る
も
の
の
、
世
界
は
日

本
を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て

い
る
。

　
世
界
の
風
力
発
電
累
積
導

入
量
は

年
末
で
前
年
比

％
増
の
１
億
５
８
５
０
万

１
５
８
・
５

と

な
っ
た
。
国
別
で
は
米
国
が

３
５
０
６
万
４
０
０
０

、
構
成
比
で

％
を
占
め

て
世
界
ト
ッ
プ
。
次
い
で
２

５
８
０
万
５
０
０
０

の

中
国
。
以
下
ド
イ
ツ
、
ス
ペ

イ
ン
と
続
き
、
日
本
は
構
成

比
１
・
３
％
で

位
と
な
っ

て
い
る
。

　
特
に
中
国
の
躍
進
が
目
を

引
く
。

年
単
年
で
１
３
８

０
万

を
導
入
。
こ
れ
は

年
の
世
界
新
設
容
量
で
あ

る
３
８
３
０
万

の
約
３

分
の
１
に
相
当
す
る
量
で
あ

り
、
日
本
の
累
積
導
入
量
の

６
倍
以
上
の
量
を
わ
ず
か
１

年
で
導
入
し
た
計
算
に
な

る
。
こ
の
勢
い
は
各
国
と
比

較
し
て
も
群
を
抜
い
て
お

り
、
中
国
が
風
力
導
入
量
で

世
界
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
の

は
時
間
の
問
題
と
言
え
そ
う

だ
。

　
世
界
で
の
導
入
拡
大
の
背

景
に
あ
る
の
は
、
風
車
の
大

型
化
。
直
径
１
０
０

を
優

に
超
え
る
風
車
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
１
基
当
た
り
の
発

電
量
が
増
大
す
る
の
と
同
時

に
、
大
規
模
風
力
発
電

ウ

イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

全
体
の

発
電
量
も
高
ま
り
、
発
電
コ

ス
ト
を
低
減
で
き
る
。
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の
大
規
模
化

が
進
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
だ
。

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

Ｉ
Ｅ
Ａ

の
リ
ポ
ー
ト
に

よ
る
と
、

年
で
最
も
導
入

量
が
多
い
の
が
風
力
発
電

で
、
そ
の
量
は
お
よ
そ
６
億

６
０
０

。
同

時
点
で
の
太
陽
光
発
電
の
２

倍
以
上
に
な
る
と
の
予
測
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で

の
風
力
発
電
は
太
陽
光
発
電

に
比
べ
て
影
が
薄
い
存
在
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

世
界
の
潮
流
で
は
最
も
利
用

さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
み
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
米
国
や
中
国
な
ど
に
比
べ

て
国
土
の
狭
い
日
本
で
は
、

風
力
発
電
に
向
く
土
地
が
限

ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
。
何

も
な
い
広
大
な
土
地
に
ウ
イ

ン
ド
フ
ァ
ー
ム
が
立
ち
並
ぶ

海
外
の
よ
う
な
光
景
は
、
日

本
で
は
ま
ず
望
め
な
い
。
ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
量
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
の
施
行
を
に
ら
み
、
開
発

案
件
を
先
送
り
し
て
い
る
ケ

ー
ス
も
出
て
い
る
。
買
い
取

り
額
の
決
定
を
待
っ
て
事
業

化
を
進
め
よ
う
と
す
る
動
き

が
あ
り
、
停
滞
感
が
出
る
の

も
無
理
は
な
い
。

　
と
は
い
え
、
国
内
の
風
力

発
電
は
海
外
と
同
じ
よ
う
に

普
及
が
見
込
め
る
条
件
を
備

え
て
お
り
、
普
及
の
可
能
性

を
広
げ
る
動
き
が
あ
る
。
そ

れ
が
洋
上
風
力
発
電
の
取
り

組
み
で
あ
る
。

　
東
京
電
力
は
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

と
の
共
同

事
業
で
「
洋
上
風
力
発
電
シ

ス
テ
ム
実
証
研
究
」
を

年

６
月
か
ら
実
施
。

年
夏
に

は
気
象
・
海
象
条
件
を
把
握

す
る
風
況
観
測
タ
ワ
ー
と
実

証
用
発
電
設
備
が
完
成
す
る

予
定
だ
。
設
置
場
所
は
千
葉

県
銚
子
市
の
南
沖
合
約
３

。
洋
上
に
着
床
式
風
力
発

電
設
備
を
１
基
設
け
、

年

３
月
ま
で
検
証
を
行
う
。

　
洋
上
風
力
発
電
の
実
用
化

は
欧
州
が
先
行
。
英
国
に
は

す
で
に
出
力

万

の
洋

上
風
力
発
電
所
が
あ
る
。
こ

の
現
実
だ
け
を
見
る
と
、
日

本
は
後
れ
を
取
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
日
本
が
目
指
し

て
い
る
の
は
、
海
外
に
な
い

新
た
な
設
計
思
想
を
採
り
入

れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
台
風

や
地
震
に
対
応
し
た
洋
上
風

力
発
電
で
あ
る
。

　
台
風
や
地
震
と
い
っ
た
厳

し
い
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
通
常
の
風
力

発
電
施
設
が
設
置
で
き
な
い

場
所
に
も
適
用
で
き
る
。
台

風
や
地
震
は
日
本
特
有
の
も

の
で
は
な
く
、
特
に
近
隣
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
同
様
の
被

害
が
見
ら
れ
る
。
日
本
の
風

力
技
術
が
世
界
で
活
躍
す

る
、
そ
ん
な
日
が
訪
れ
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
一
般
的
に
海
面
の
上
は
陸

上
よ
り
も
風
況
に
優
れ
る
。

風
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
風
速

の
３
乗
に
比
例
す
る
。
例
え

ば
、
風
速
が
２
倍
に
な
る
と

得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
８

倍
に
な
る
と
い
う
理
屈
だ
。

つ
ま
り
、
風
況
が
良
い
と
こ

ろ
に
立
地
す
る
の
が
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
。
狭
い
国
土
に
人

が
密
集
す
る
日
本
で
は
、
風

況
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て

も
住
民
へ
の
騒
音
被
害
な
ど

の
問
題
が
出
て
く
る
場
所
が

あ
る
。
そ
の
点
、
洋
上
風
力

発
電
は
そ
う
し
た
問
題
を
回

避
で
き
る
。
さ
ら
に
、
四
方

を
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
未

活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
豊

富
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
導
入
量
拡
大

の
起
爆
剤
に
な
り
う
る
技
術

と
い
え
る
。

　
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
は
独
自
の
導
入

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て

お
り
、
そ
の
中
で

年
に
設

備
容
量
２
７
０
０
万

と

い
う
目
標
を
設
定
し
、
需
要

電
力
量
の
５
・
４
％
を
風
力

発
電
で
賄
う
と
報
告
し
て
い

る
。
そ
の
内
訳
は
陸
上
風
力

発
電
が
２
１
２
０
万

、

残
り
が
洋
上
風
力
発
電
。
さ

ら
に
、
需
要
電
力
量
の

％

以
上
を
風
力
発
電
で
賄
お
う

と
す
る

年
に
は
、
設
備
容

量
５
０
０
０
万

で
、
陸

上
風
力
発
電
と
洋
上
風
力
発

電
が
半
々
に
な
る
姿
を
描
い

て
い
る
。

　
同
じ
く
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
の
調
査

で
は
、
洋
上
風
力
発
電
の
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
各
電
力

会
社
の
設
備
容
量
に
よ
る
制

約
を
な
く
し
た
場
合
が
６
億

１
３
３
２
万

。
こ
れ
は

陸
上
風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
の
３
・
６
倍
と
な
る
。

設
備
容
量
の
制
約
を
上
限
と

し
た
ケ
ー
ス
で
も
１
億
３
７

５
４
万

で
、
陸
上
風
力

発
電
の
２
倍
強
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
取
り
組
み
が
結
実
す
れ

ば
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡

大
の
余
地
は
さ
ら
に
広
が

り
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
が

ぐ
っ
と
近
づ
く
。

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）


